
2019 年 須田病院薬剤部 業績一覧 

 

【論文】 

特集 医療安全と薬剤師 

薬剤師が医療安全の視点からみる単科精神科病院における身体合併症治療 

定岡邦夫 1）、定岡摩利 2)、沖村里咲 3)、広瀬靖雄 4）、加藤秀明 5) 

日本精神科病院協会雑誌  6(2)  31-37 2019 

岐阜 須田病院 1)薬剤部⾧ 2)薬剤課⾧ 3)薬剤師 4)副院⾧ 5)理事⾧・院⾧ 

 

【雑誌】 

Pharma Scope 巻頭特集 View 座談会 

地域包括ケアシステムで求められる薬剤師の役割～医療と生活の両面で患者さんを支援する

ために連携できること～ 

定岡邦夫 

Pharma Scope,2019,29,1-6 

 

【ライブシンポジウム】 

地域・僻地医療に根ざす薬剤師の役割を考える～岐阜県飛騨地方の取り組みから一考～ 

定岡邦夫 

Live Symposium for Pharmacist（東京） 

2019（平成 31）年 2 月 6 日 

 

【学会発表】  

うつ病患者の皮膚症状を寛解に導き社会復帰へと踏み出せた一例 

定岡摩利 

第 1 回皮膚褥瘡外用薬学会（東京） 

2019（平成 31）年 2 月 10 日 

  

シンポジウム 褥瘡の危険因子を新たにつくらないために 

向精神薬の投薬医が褥瘡発生につながらないために 

定岡摩利 

第 21 回日本褥瘡学会学術集会 

2019 年（令和元）年 8 月 23～24 日（京都） 

 

薬学生を対象に飛騨医療圏の病院、薬局薬剤師が協同で行う地域・僻地医療教育 



定岡邦夫 

第 52 回東海薬剤師学術大会（四日市） 

2019（令和元）年 12 月 1 日 

 

【講習会、研修会等】 

地域・僻地医療に根ざす薬剤師の育成に焦点をあてた実践薬学教育 

定岡邦夫 

CHUGAI Pharmacist Meeting in Tottori（鳥取） 

2019（平成 31）年 3 月 9 日 

 

地域・僻地医療に根ざす薬剤師の育成に焦点をあてたチームで行う実践薬学教育 

定岡邦夫 

飛騨 DS カンファレンス（高山） 

2019（平成 31）年 3 月 29 日 

 

各地域の特徴に合わせた医療・薬薬連携の在り方 

～単科精神科病院を中心とした岐阜県飛騨医療圏の取り組みから～ 

定岡邦夫 

広島県病院薬剤師会 精神科病院業務検討委員会/医療連携支援検討委員会 学術講演会

（広島） 

2019（令和 1）年 5 月 17 日 

 

飛騨医療連携における医療連携体制を考える 

定岡邦夫 

飛騨医療連携学術講演会 −ふるさとを守る薬剤師であるためには−（高山） 

2019（令和 1）年 5 月 25 日 

 

各地域の特徴に合わせた医療、薬薬連携のあり方 

～単科精神病院を中心とした岐阜県飛騨医療圏の取り組みから～ 

定岡邦夫 

精神科臨床薬学研究会 東海ブロック 2019 年度 上期講演会（名古屋） 

2019（令和 1）年 6 月 23 日 

 

飛騨医療圏で取り組む薬薬連携 

−薬剤師の在宅医療介入の現状を踏まえ− 

定岡邦夫 



第 8 回高原郷ケアネット（神岡） 

2019（令和 1）年 7 月 9 日 

精神科病院の薬剤師の役割 ～不眠症、認知症などの服薬支援について～ 

定岡邦夫 

第 3 回飛騨高山精神薬理フォーラム（高山） 

2019（令和 1）年 8 月 17 日 

 

Furuta Methods を取り入れ褥瘡治療の多職種連携を実践しよう！！ 

定岡摩利 

褥瘡研修会 in 飛騨高山（高山） 

2019（令和 1）年 9 月 28 日 

 

飛騨地区における地域医療連携の必要性～薬剤師の視点から～ 

定岡邦夫 

地域とともに考える精神医療 in 飛騨（高山） 

2019（令和 1）年 10 月 2 日 

 

認知症患者の薬物治療 ―飛騨医療圏で活躍する薬剤師の実際― 

定岡邦夫 

HIDA Pharmacy Director Seminar（高山） 

2019（令和 1）年 10 月 30 日 

 

向精神薬の投薬が褥瘡発生につながらないために 

定岡摩利 

第 3 回岐阜県病院薬剤師会褥瘡領域研修会（岐阜）2019（令和 1）年 11 月 1 日 

 

精神科医療におけるバルプロ酸投与患者に対するカルニチン補充療法の臨床的意義 

定岡邦夫  

精神科カルニチン Web 講演会（岐阜） 

2019（令和 1）年 12 月 18 日 


